
政
府
は
２
日
、
健
康
保

険
証
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）

へ
の
一
本
化
に
向
け
て
、

従
来
の
保
険
証
の
新
規
発

行
を
停
止
し
ま
し
た
。

た
だ
、
今
後
も
発
行
済

み
の
保
険
証
は
最
大
１
年

使
え
、
そ
の
後
も
申
請
な

し
で
、
保
険
証
の
代
わ
り

と
な
る
資
格
確
認
書
が
発

行
さ
れ
ま
す
。

公
的
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
す
べ
て
が
、

保
険
診
療
を
こ
れ
ま
で
通

り
受
診
で
き
ま
す
。

林
芳
正
官
房
長
官
は
同

日
の
会
見
で
「
本
日
か
ら

マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
へ
と
移
行
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
の
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
率
は
、

月
時
点
で

10

・

％
で
す
。

15

67
政
府
の
必
死
の
Ｐ
Ｒ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の

保
険
証
が
そ
の
ま
ま
利
用

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用

が
低
迷
し
て
い
る
要
因
は

昨
年
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

別
人
の
行
政
情
報
が
登
録

さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
続
出
し
、
個
人
情
報
の

ず
さ
ん
な
管
理
が
明
ら
か

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般

に
対
す
る
国
民
の
不
信
や

不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。

政
府
は
自
治
体
を
総
動

員
し
て
「
総
点
検
」
を
行

、

い
ま
し
た
が
、
現
在
も
誤

登
録
の
懸
念
は
払
拭
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

資
格
確
認
書
の
有
効
期

限
は
保
険
者
に
よ
っ
て
１

～
５
年
で
す
。

当
面
、
保
険
者
に
申
請

し
な
く
て
も
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

職
権
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
急
い
で
マ

イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書

（

）
、

の
更
新
期
限
５
年
と

カ
ー
ド
自
体
の
更
新
期
限

（

年
）
に
注
意
が
必
要

10
で
す
。

い
ず
れ
も
自
治
体
窓
口

で
の
更
新
手
続
き
を
忘
れ

る
と
、
保
険
証
と
し
て
の

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。現

状
で
は
、
申
請
し
な

く
て
も
届
く
資
格
確
認
書

の
方
が
、
役
所
に
出
向
く

手
間
も
な
く
安
心
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
登
録
し
た
も
の
の
不
安

を
感
じ
た
場
合
、
加
入
す

る
保
険
者
に
申
請
し
、
保

険
証
と
し
て
の
利
用
を
解

除
で
き
ま
す
。

、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

解
除
申
請
は

月

日
～

10

29

月
８
日
で
７
９
２
件
に

11の
ぼ
っ
て
お
り
、
国
民
の

不
信
・
不
安
の
根
強
さ
を

示
し
て
い
ま
す
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
０
２

（

）

４
年

月
３
日
付

12
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守
れ
保
険
証

保
険
診
療

こ
れ
ま
で
通
り

申
請
な
し
で
資
格
確
認
書
発
行

マ
イ
ナ
保
険
証
解
除
も
可
能
に

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

「
青
山
崇

年
会
語

30

録
集
」
を
読
む
③

前
号
の
「
マ
ル
共
ハ
ナ

鰹
（
マ
ル
ト
モ
ハ
ナ
カ
ツ

オ

に
つ
い
て
佐
高
信

）」

、
さ

た

か
ま
こ
と

著
『
荘
内
人
脈
記

通
80

の
思
郷
通
信
（
荘
内
日
報

】

社
２
０
１
８
・
７
・
１
）

に
も
載
っ
て
い
た
。

「
青
山
さ
ん
は
私
が
庄
内

農
高
に
赴
任
す
る
の
と
入

れ
か
わ
り
に
山
添
高
校
に

転
出
さ
れ
た
が
、
同
じ
社

会
科
の
教
師
と
し
て
、
あ

る
い
は
組
合
が
支
援
し
な

い
不
当
配
転
反
対
の
闘
い

の
仲
間
と
し
て
交
流
が
あ

っ
た
」。

「
当
時
、
マ
ル
ト
モ
と
い

う
会
社
の
花
鰹
（
鰹
節
を

薄
く
削
っ
た
も
の
）
が
評

判
だ
っ
た
。
ト
モ
は
共
で

警
察
の
隠
語
で
共
産
党
員

を
指
し
、
中
で
も
要
注
意

人
物
に
花
丸
を
つ
け
た
の

で
、
そ
れ
に
引
っ
掛
け
た

。」（

）

の
で
あ
る

１
８
６
頁

青
山
崇
先
生
は
１
９
５

１
年
４
月
、
東
京
教
育
大

学
文
学
部
に
入
学
し
、
同

大
学
歴
史
学
研
究
会
に
参

加
し
た
。

石
母
田
正
『
歴
史
と
民

族
の
発
見
ー
歴
史
学
の
課

題
と
方
法
』
の
「
国
民
の

中
へ
」
の
呼
び
か
け
に
啓

発
さ
れ
、
活
動
を
始
め
た

こ
と
が
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

と
の
出
会
い
と
述
べ
て
い

る
。

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
と
は
、

宗
教
家
や
学
生
な
ど
が
、

都
市
の
貧
困
地
区
に
宿
泊

し
な
が
ら
、
授
産
所
や
託

児
所
、
そ
の
他
の
設
備
を

設
け
、
住
民
の
生
活
向
上

の
た
め
に
助
力
す
る
社
会

事
業
の
こ
と
で
あ
る
。

先
生
は
「

年
会
語
録

30

集
」
に
「
人
生
の
原
点
」

、

と
し
て
「
人
生
を
広
げ
深

、

め
て
く
れ
た
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
」
と
書
い
て
い
る
。

先
生
は
退
職
後
「
農
民

、

の
中
へ
」
と
、
庄
内
産
直、

セ
ン
タ
ー
の
中
で
活
動
し

神
奈
川
県
保
育
園
と
の
産

直
交
流
に
も
参
加
し
た
。

そ
の
中
で
「
私
は
、
旧

、

藤
島
町
の
地
名
を
調
べ
藤
『

島
歴
史
風
土
記
』
を
２
０

０
５
年
発
行
し
た
。
そ
れ

に
し
て
は
お
粗
末
で
あ
っ

た
。
苗
場
保
育
園
の
「
苗

場
」
が
目
に
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
」。

「
〝
苗
場
〟
は
稲
の
育

つ
場
所
、
保
育
園
は
人
の

育
つ
場
所
。
そ
れ
ぞ
れ
が

『
稲
と
人
』
を
育
て
る
と

い
う
共
通
性
が
あ
る
。
私

た
ち
は
こ
ち
ら
の
事
を
知、

ら
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ

相
手
の
保
育
に
つ
い
て
知

ろ
う
と
し
て
こ
な
か
っ

た
」。

、

先
生
の
視
点
は
い
つ
も

人
を
育
て
る
教
育
者
で
あ

る
こ
と
に
納
得
す
る
の
で

あ
る
。



鶴
岡
市
温
海
庁
舎
産
業

建
設
課
と
市
建
設
部
都
市

計
画
課
は
１
日
「
道
の
駅

、

あ
つ
み
通
信
⑤
」
を
発
行

し
、
新
道
の
駅
の
進
捗
状

況
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

新
道
の
駅
の
施
設
テ
ー

鼠
ケ
関
・
温
海
・

マ
は
「、

鶴
岡
の

旬

を
つ
な
い

“

”

で
、
手
軽
に
い
つ
来
て
も」

ワ
ク
ワ
ク
す
る
道
の
駅

で
す
。

「
道
の
駅
あ
つ
み
移
転

整
備
事
業
」
は
、
施
設
の

設
計
（
Ｄ
：
デ
ザ
イ
ン
、）

建
設
（
Ｂ
：
ビ
ル
ド
、
維
）

持
管
理
・
運
営
（
Ｏ
：
オ

ペ
レ
ー
ト
）
を
、
事
業
者

に
一
括
発
注
す
る
「
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
」
に
よ
り
事
業
者

を
公
募
。

優
秀
提
案
者
と
し
て

「(

株)

夕
陽
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
事
業
者
に
選
定

し
、
１
月

日
発
表
し
ま

10

し
た
。

運
営
事
業
者
は
、
庄
交

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、

鶴
岡
建
設
、
佐
藤
工
務
、

マ
ル
ゴ
、
ブ
レ
ン
ス
タ
ッ

フ
、
さ
ら
に
羽
田
設
計
事

（

）

。

務
所
山
形
市
で
構
成

施
設
整
備
費
と
開
業
か、

ら

年
間
の
維
持
管
理
費

15
運
営
費
を
合
わ
せ
た
落
札。

額
は

億
９
６
０
０
万
円

24
令
和
７
年
度
の
道
の
駅

着
工
に
向
け
て
、
事
業
者

と
設
計
・
建
設
請
負
契
約

を
締
結
し
、
現
在
、
基
本

設
計
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

８
年
度
に
施
設
完
成
、

開
業
準
備
、
９
年
度
に
移

（

）

転
開
業
４
月
下
旬
予
定

で
す
。

見
せ
て
も
、
一
向
に
マ
イ

ナ
保
険
証
が
欲
し
い
と
い

う
人
が
増
え
な
い
ん
だ
っ

て
。
先
の
総
選
挙
で
自
公

が
半
数
以
下
に
抑
え
込
ま

れ
た
の
に
は
、
こ
こ
の
無

理
も
あ
っ
た
ン
ダ
。

▲
近
頃
の
報
道
で
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
使
っ
て
い

る
人
は

％
に
届
か
な
か

16

っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の

％
弱
の
方
の
マ
イ

16

、

ナ
使
用
で
も
ト
ラ
ブ
ル
で

医
療
費
を
全
額
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

例
が
報
道
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
。
そ
ん
な
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
を
俺
は
持
た
な
い
事

に
し
て
い
る
ん
だ
。

▲
し
か
し
、
持
つ
こ
と
を

進
め
て
い
る
自
公
の
国
会

議
員
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
は
ナ
ン
％

な
ん
だ
？
巷
の
ウ
ワ
サ
で

は
、
国
会
議
員
と
自
衛
隊

幹
部
は
持
た
な
い
こ
と
に

し
て
い
る
ん
だ
と
か
。
誰

か
に
情
報
を
覗
か
れ
る
心。

配
が
あ
る
か
ら
ら
し
い
と

▲
ま
・
俺
達
は
、
今
の
保

険
証
を
大
事
に
持
っ
て
い

る
事
で
す
（
石
川
）

。

明
治

年
、
ド
イ
ツ
の

15

お
雇
い
農
業
化
学
者
フ
エ

ス
カ
は
全
国
を
視
察
し
、

耕
運
が
浅
い
こ
と
、
福
岡

の
抱
持
上
犂
は
深
く
耕
せ

る
と
、
福
岡
の
乾
田
馬
耕

を
推
奨
し
た
。

農
商
務
省
は
乾
田
馬
耕

な
ど
農
事
改
良
を
研
究

し
、
前
述
の
横
井
時
敬
ら

を
迎
え
て
勧
農
策
と
し
て

全
県
に
普
及
す
る
こ
と
に

。

。

し
た
山
形
県
も
取
組
む

碑
文
に
あ
る
よ
う
に
、

明
治

年
２
代
県
令
折
田

17

平
内
は
、
県
下
を
巡
り
乾

今
の
保
険
証
は
大
事
に

オ
メ
だ
ば
，
丈
夫
だ
お

だ
～
、
薬
な
ど
飲
ん
で
め

や
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

歳
行
っ
た
ら
お
医
者
さ
ん。

と
仲
良
く
し
な
い
と
ダ
メ

そ
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
に
窓
口
に
出
す
物

が
診
察
券
と
こ
れ
だ
。

▲
い
つ
も
は
気
に
し
て
な

い
ん
だ
が
、
俺
の
物
は
、

こ
れ
を
正
確
に
言
う
と
後
「

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
と
い
う
の
だ
っ
ケ
。

有
効
期
限
は
令
和
７
年
７、

月

日
と
な
っ
て
い
た
が

31
報
道
に
よ
れ
ば
今
の

月
12

１
日
で
切
れ
た
と
言
う
ん

で
し
ょ
。
で
も
み
な
さ
ん

ご
心
配
な
く
。
今
使
っ
て

い
る
保
険
証
で
受
診
で
き

る
ん
だ
か
ら
サ
。

▲
政
府
は
、
国
民
の
「
今」

の
保
険
証
を
残
し
て
く
れ

と
い
う
声
を
聴
か
ず
に
、

月
２
日
か
ら
マ
イ
ナ
保

12険
証
で
受
診
さ
せ
た
か
っ

た
ん
だ
。
し
か
し
、
担
当

大
臣
を
置
き
、
大
き
な
予

算
を
使
っ
て
ニ
ン
ジ
ン
を

江
戸
時
代
以
来
、
明
治

年
に
な
っ
て
も
、
水
田

20は
年
中
水
浸
し
な
の
が
湿

田
で
あ
る
。

耕
す
こ
と
は
当
然
人
力

で
、
腰
ま
で
抜
か
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
稲
の
生
育
に

は
適
当
で
な
か
っ
た
。

ま
ず
田
圃
の
温
度
が
低

い
こ
と
、
酸
素
の
供
給
不

足
で
肥
料
分
解
や
根
の
発

育
が
遅
い
こ
と
、
田
圃
に

植
え
る
株
数
も
、
病
中
害

防
止
の
た
め
疎
植
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
増
収
で
大
事

、

、

な
８
月
の
厚
い
時
期
に

水
田
の
水
を
完
全
に
抜
い

て
ヒ
ビ
が
入
る
ほ
ど
乾
か

す
「
中
干
し
」
が
で
き
な

い
こ
と
。

そ
れ
で
収
量
も
多
く
て

２
石(

３
０
０

)

ほ
ど
で

㎏

現
在
の
半
分
以
下
で
品
質

も
落
ち
る
。

田
馬
耕
を
説
き
、
地
主
た

ち
で
あ
ろ
う
、
庄
内
三
郡

か
ら
２
名
づ
つ
、
次
の
６

名
を
福
岡
に
派
遣
し
た
。

飽
海
郡
山
谷
村
斎
藤
庄

左
衛
門
・
同
郡
米
島
村
菅

原
孝
胤
・
東
田
川
郡
藤
島

村
佐
藤
多
右
衛
門
・
同
郡

横
山
村
大
川
源
作
・
西
田

川
郡
道
形
村
菅
原
豊
蔵
・

同
郡
下
清
水
村
五
戸
林
太

・
東
田
川
郡
役
所
御
用
掛

堀
季
雄
。

碑
文
は
「
毎
郡
選
力
田

者
二
人
使
行
學
之
」
と
記

し
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治

年
千
歳

18

園
内
に
馬
耕
伝
習
所
を
設

け
志
願
者
を
募
集
し
た
。

し
か
し
、
珍
し
さ
だ
け

先
行
し
て
進
ま
ず
、
明
治

年
県
会
は
「
農
家
の
資

19力
不
足
と
馬
操
作
に
不
慣

れ
の
た
め
」
と
し
、
馬
耕

予
算
を
否
決
し
、
稲
作
改

良
碑
文
に
も
「
民
不
悦
事

遂
廃
」
と
あ
る
。

抱
持
立
犂

東
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の
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田
馬
耕
①

県
会
が
予
算
否
決

青
山

崇

新
道
の
駅
あ
つ
み

鼠
ケ
関
・
温
海
・
鶴
岡
の

旬

を
つ
な
い
で

“

”


